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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, v ページ

• 表記法, v ページ

• 関連資料, vii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, vii ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任と専門知識を持つデータセンター管理者を主な対象にしてい
ます。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

用途表記法

コマンド、キーワード、およびユーザが入力したテキス

トは、boldフォントで示しています。
boldフォント

ドキュメント名、新規用語または強調する用語、値を指

定するための引数は、italicフォントで示しています。
italicフォント
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用途表記法

システムが表示するターミナルセッションおよび情報

は、courierフォントで示しています。
courierフォント

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワー
ドは、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッ
コで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符
を使用しません。引用符を使用すると、その引用符も含

めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲

んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角

カッコで囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）があ
る場合には、コメント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。ワンポイントアドバイス
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安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り

扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。警告の各国語版については、各警告文の末尾に提示されている番号をもとに、この機器

に付属している各国語で記述された安全上の警告を参照してください。

これらの注意事項を保存しておいてください。

警告

関連資料

UCS のマニュアルのロードマップ

すべての Bシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docで入手できる『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

すべてのCシリーズドキュメントの一覧については、次のURLで入手できる『CiscoUCSC-Series
Servers Documentation Roadmap』を参照してください。http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-doc。

他のマニュアルリソース

BシリーズおよびCシリーズのすべてのドキュメントを含む ISOファイルは、次のURLから入手
できます。http://www.cisco.com/cisco/software/type.html?mdfid=283853163&flowid=25821このページ
で、[Unified Computing System (UCS) Documentation Roadmap Bundle]をクリックします。

ISOファイルは、各メジャードキュメントリリース後にアップデートされます。

ドキュメントのアップデート通知を受け取るには、Twitterで Cisco UCS Docsをフォローしてくだ
さい。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次のURLで、毎月
更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規およ
び改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。

ドキュメントのアップデート通知を受け取るには、Twitterで Cisco UCS Docsをフォローしてくだ
さい。
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第 1 章

概要

この章の内容は、次のとおりです。

• 仮想化の概要, 1 ページ

• Cisco Virtual Machine Fabric Extenderの概要, 1 ページ

• 仮想インターフェイスカードアダプタでの仮想化, 2 ページ

• VM-FEX for KVM, 2 ページ

仮想化の概要
仮想化を使用すると、1台の物理マシン上に個別かつ同時に実行される複数の仮想マシン（VM）
を作成することができます。

各仮想マシンは、仮想ハードウェア（メモリ、CPU、NIC）の独自のセットを持ち、その上でオペ
レーティングシステムと十分に設定されたアプリケーションがロードされます。オペレーティン

グシステムは、実際の物理ハードウェアコンポーネントに関係なく、一貫性があり正常なハード

ウェア一式を認識します。

仮想マシンでは、物理サーバ間でのプロビジョニングや移動を迅速に行うために、ハードウェア

とソフトウェアの両方が単一のファイルにカプセル化されます。仮想マシンは 1つの物理サーバ
から別のサーバへ数秒で移動することができ、メンテナンスのためのダウンタイムを必要とせず、

途切れることのない作業負荷を集約します。

仮想ハードウェアは、多数のサーバ（それぞれのサーバは独立した仮想マシン内で実行する）を

単一の物理サーバ上で実行できるようにします。仮想化の利点は、コンピューティングリソース

をより適切に使用でき、サーバ密度を高め、サーバの移行をスムーズに行えることです。

Cisco Virtual Machine Fabric Extender の概要
仮想サーバの実装は、1つの物理サーバのゲストとして実行される 1つまたは複数の VMで構成
されます。ゲスト VMは、ハイパーバイザまたは仮想コンピュータマネージャ（VMM）と呼ば
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れるソフトウェアレイヤによってホストおよび管理されます。通常、ハイパーバイザは、各VM
への仮想ネットワークインターフェイスを示し、VMから他のローカルVM、または別のインター
フェイスを介した外部ネットワークへのトラフィックのレイヤ 2スイッチングを実行します。

CiscoVirtual Interface Card（VIC）アダプタと組み合わせて使用すると、CiscoVirtualMachine Fabric
Extender（VM-FEX）はファブリックインターコネクトの外部ハードウェアベーススイッチング
のためのハイパーバイザを使用して、VMトラフィックのソフトウェアベースのスイッチングを
バイパスします。この方法を使用することで、サーバCPUの負荷が軽減され、高速スイッチング
が可能になり、ローカルトラフィックとリモートトラフィックのための豊富なネットワーク管理

機能を利用できるようになります。

VM-FEXは、各 VMインターフェイスに仮想 Peripheral Component Interconnect Express（PCIe）デ
バイスとスイッチ上の仮想ポートを提供して、IEEE802.1Qbhポートエクステンダアーキテクチャ
を VMに拡張します。このソリューションにより、VMインターフェイスで正確なレート制限を
行い、Quality of Service（QoS）が確保されます。

仮想インターフェイスカードアダプタでの仮想化
Cisco VICアダプタ（Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードなど）は、単一 OSの導入
とVMベースの導入の両方に対応するように設計された統合型ネットワークアダプタ（CNA）で
す。VICアダプタは、最大128個の仮想ネットワークインターフェイスカード（vNIC）を含む、
静的または動的な仮想化インターフェイスをサポートします。

VICアダプタは、VM-FEXをサポートし、仮想マシンインターフェイスを対象に送受信されるト
ラフィックのハードウェアベーススイッチングを提供します。

VM-FEX for KVM

VM-FEX for KVM の概要
カーネルベースの仮想コンピュータ（KVM）は、x86ハードウェアプラットフォーム上の Linux
の仮想化パッケージです。 KVMは x86ハードウェア仮想化拡張（たとえば、Intel VT-x）を使用
して、ユーザスペースプロセスとしてVMをホストするハイパーバイザを実装します。CiscoUCS
サーバは、サーバ仮想化システムのハイパーバイザとして KVMベースの Red Hat Enterprise
Virtualization（RHEV）をサポートします。

VM-FEX for KVMを使用すると、RHEVハイパーバイザは VMトラフィックのスイッチングを実
行しません。インストールされているVICアダプタを使用して、ハイパーバイザはインターフェ
イスビジュアライザとして機能し、次の機能を実行します。

• VMから VICへのトラフィックについては、インターフェイスビジュアライザが発信元の
vNICを識別し、VICが明示的にその vNICによって生成されるパケットをタグ付けできるよ
うにします。

• VICから受信したトラフィックの場合、インターフェイスビジュアライザは指定されたvNIC
にパケットを送信します。
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すべてのスイッチングは外部ファブリックインターコネクトによって実行されます。これは物理

ポート間だけでなく、VMの vNICに対応する仮想インターフェイス（VIF）間も切り替えること
ができます。

KVMの詳細については、次の URLを参照してください。http://www.linux-kvm.org

Cisco UCS Manager コンポーネント

クラスタ

Cisco UCSクラスタは、複数のホストにわたって配布できるハイパーバイザをグループ化したも
のです。 KVMシステムでは、クラスタは VMware ESXのシステムの分散仮想スイッチ（DVS）
に相当します。

現在の Cisco UCS KVM実装では、クラスタはポートプロファイルの範囲を定義し、移行ドメイ
ンの境界です。複数の KVMホストがクラスタに関連付けられている場合は、1台のホストから
クラスタ内の他のホストに VMを移行できます。

VM-FEX for KVMの現在の Cisco UCSの実装では、1つのクラスタ、つまりデフォルトクラス
タのみが使用されます。追加のクラスタを作成できますが、KVMホストのVMにはデフォル
トクラスタのみを指定できます。

（注）

ポートプロファイル

ポートプロファイルには、Cisco UCSで仮想インターフェイスを設定するために使用するプロパ
ティと設定が格納されます。ポートプロファイルは、Cisco UCS Managerで作成および管理され
ます。クラスタによってポートプロファイルが作成され、割り当てられ、アクティブに使用され

た後に、Cisco UCS Managerでポートプロファイルのネットワーキングプロパティが変更される
と、その変更はすぐにそれらのクラスタに適用されます。ホストのリブートは必要ありません。

ポートプロファイルクライアント

ポートプロファイルクライアントは、ポートプロファイルが適用されるクラスタです。

VM-FEX forKVMの現在のCiscoUCSの実装では、デフォルトクラスタのみが使用可能なポー
トプロファイルクライアントです。

（注）
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KVM のコンポーネント

ハイパーバイザ

ハイパーバイザは、VMとネットワークを接続することにより、さまざまなゲストオペレーティ
ングシステムを実行する複数の VMをサポートします。 KVMのハイパーバイザは、Red Hat
Enterprise Linux（RHEL）がインストールされたホストサーバです。 VM-FEXがサポートされた
最も早いリリースは RHEL 6.1ですが、一部の機能（SR-IOVなど）を利用するには、これより新
しいバージョンが必要です。

ハイパーバイザには、Cisco VICアダプタがインストールされている必要があります。

Red Hat Enterprise Linuxを使用した仮想化の詳細については、次の URLにある Red Hat Enterprise
Virtualization for Servers Installation Guideを参照してください。http://www.redhat.com。

libvirt

libvirtは、KVM、Xen、VMware ESXなどのさまざまな仮想化テクノロジーを管理するオープン
ソースツールキットです。 libvirtは libvirtdという名前のサービスとしてハイパーバイザで実行
され、コマンドラインインターフェイス（virsh）を備えており、またグラフィカルユーザイン
ターフェイスのパッケージ（virt-manager）のツールキットも備えています。

libvirtで作成され、管理される各仮想マシンは、ドメイン XMLファイルの形式で表されます。

libvirt仮想化 APIの詳細については、次の URLを参照してください。http://www.libvirt.org。

virsh CLIの詳細については、次の URLを参照してください。

• http://linux.die.net/man/1/virsh

• http://www.libvirt.org/virshcmdref.html

MacVTap

MacVTapはホストサーバの物理 NICに VMの vNICを直接接続するための Linuxドライバです。

MacVTapドライバの詳細については、次のURLを参照してください。http://virt.kernelnewbies.org/
MacVTap。

VirtIO

VirtIOのパラ仮想化されたネットワークドライバ（virtio-net）は、VMのゲストオペレーティン
グシステムで動作し、VMに仮想化認識でエミュレートされたネットワークインターフェイスを
提供します。

VirtIOドライバの詳細については、次のURLを参照してください。http://wiki.libvirt.org/page/Virtio。
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単一のルート I/O の仮想化
単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）により、さまざまなゲストオペレーティングシステムを実行
している複数の VMが、ホストサーバ内の単一の PCIeネットワークアダプタを共有できるよう
になります。SR-IOVを使用すると、VMはデータをネットワークアダプタに対して直接移動し、
増加したネットワークスループットに対してハイパーバイザをバイパスし、サーバのCPU負荷を
下げることができます。最近の x86サーバプロセッサには、SR-IOVに必要なダイレクトメモリ
の転送やその他の操作を容易にするために、Intel VT xテクノロジーなど、チップセットの拡張機
能が搭載されています。

SR-IOV仕様では 2つのデバイスタイプが定義されています。

•物理的な機能（PF）：基本的にスタティック vNICである PFは、SR-IOV機能を含む PCIe
の完全なデバイスです。 PFSは、通常の PCIeデバイスとして検出され、管理され、設定さ
れます。 1つの PFで、一連の仮想機能（VF）の管理および設定を行うことができます。 PF
はスタティック vNICと同じ PCI IDである 0x0043を持ちます。

•仮想機能（VF）：ダイナミック vNICと同様に、VFはデータ移動に必要なリソースのみを
提供する完全または軽量の仮想 PCIeデバイスです。 VFは直接的には管理されず、PFを介
して配信および管理されます。 1つ以上の VFを VMに割り当てることができます。 VFに
は 0x0044の動的 vNIC IDではなく、0x0071の PCI IDが含まれています。

SR-IOVは、PCI標準の開発および管理が公認されている業界組織である Peripheral Component
Interconnect Special Interest Group（PCI-SIG）によって定義および管理されています。 SR-IOVの詳
細については、次の URLを参照してください。

http://www.intel.com/content/www/us/en/pci-express/pci-sig-sr-iov-primer-sr-iov-technology-paper.html

SR-IOVをサポートするハイパーバイザには、KVMLinuxとMicrosoftHyper-Vが含まれています。

Cisco UCSM81KR仮想インターフェイスカードと Cisco UCSM82-8P仮想インターフェイスカー
ド は VM-FEXでの SR-IOVをサポートしています。

ドライバのトポロジ

いくつかのドライバのトポロジ（モード）を使用して、VMの vNICとホストの VICアダプタ間
のVM-FEX接続を設定できます。これらの各トポロジでは、VMトラフィックは、VICアダプタ
に対してのみ送受信されます。あるVMから、同じホストの別のVMへのトラフィックは、外部
ファブリックインターコネクトによるスイッチングを行うために、まずホストを終了する必要が

あります。

どのトポロジにおいても、Quick EMUlator（QEMU）PCI層の設定によって、ホストが VMに
割り当てることができる PCIデバイスの数が制限される場合があります。

（注）

Cisco UCS Manager VM-FEX for KVM GUI Configuration Guide, Release 2.1    
   OL-25366-02 5

概要

単一のルート I/O の仮想化

http://www.intel.com/content/www/us/en/pci-express/pci-sig-sr-iov-primer-sr-iov-technology-paper.html


MacVTap ダイレクト（プライベート）

MacVTapLinuxドライバは、ハイパーバイザ（VMM）にインストールされ、VICアダプタのPCIe
物理ポートに各 VMの VirtIOのインターフェイスを接続します。MacVTapドライバのモードは
「プライベート」であり、これは外部スイッチングを使用してすべての VMトラフィックをホス
トアダプタを対象に直接送受信することを意味します。

サポートされる VMの数は、VICアダプタポートの数までに制限されます。ライブマイグレー
ションがサポートされています。

Cisco UCS Release 2.1以降では、MacVTapダイレクト（プライベート）トポロジはサポートさ
れなくなりました。

（注）

MacVTap（エミュレーションモード）の SR-IOV

MacVTap Linuxドライバはハイパーバイザにインストールされ、各 VMの VirtIOのインターフェ
イスを、SR IOV対応の VICアダプタの VFに接続します。MacVTapドライバのモードは「パス
スルー」であり、すべてのVMトラフィックはVFとの間でやり取りされます。VFを設定するに
は、libvirtを使用してポートプロファイルなどの設定を、VFに割り当てられた PFに割り当てま
す。このトポロジは、MacVTapパススルー（エミュレーションモード）とも呼ばれています。

サポートされるVMの最大数は、VICアダプタによって提供されるVFの数によって決まります。
PFに割り当てることができるVFの数は、ホストのNetlinkプロトコルの実装によってさらに制限
される可能性があります（VFの数の制限は通常は PFあたり 22～ 32です）。ライブマイグレー
ションがサポートされています。

SR-IOV パススルー（Hostdev モード）

MacVTapおよび VirtIOドライバは使用されません。代わりに、VICアダプタのイーサネットド
ライバ（enic）がVMカーネルにインストールされ、VFに直接接続されます。VFは関連する PF
を介して libvirtを使用して設定できます。 libvirtの資料では、このトポロジは hostdevモードと呼
ばれます。このトポロジは、PCIパススルーとも呼ばれています。

サポートされる VMの数は、VICアダプタによって提供される VFの数によって決まります。

ライブマイグレーションはサポートされていません。
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第 2 章

VM-FEX for KVM の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• KVMのガイドラインおよび前提条件, 7 ページ

• MacVTapトポロジを使用する VM-FEX for SR-IOVの設定, 8 ページ

• VM-FEX for SR-IOVパススルートポロジの設定, 9 ページ

• VMインターフェイスの設定, 11 ページ

• カーネルでの Intel VT-dのアクティブ化, 15 ページ

KVM のガイドラインおよび前提条件
カーネルベースの仮想コンピュータ（KVM）を設定するときには、次のガイドラインおよび前提
条件を考慮してください。

•ホストは、Cisco UCS Manager Release 2.1以降で管理する必要があります。

•ホストのオペレーティングシステムは、KVMをサポートしている Red Hat Enterprise Linux
（RHEL）である必要があります。

◦ MacVTapトポロジによる単一のルート I/Oの仮想化（SR-IOV）には、RHEL 6.2以降が
必要です。

◦ SR-IOVパススルートポロジには、RHEL 6.3以降が必要です。

RHELとKVMのインストールの詳細については、『RedHat Enterprise Virtualization for Servers
Installation Guide』を参照してください。

• VMを作成および管理するには、ホストに virshまたは virt-managerと libvirtをインストール
する必要があります。

•ホストに 1つ以上の Cisco VICアダプタをインストールする必要があります。
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CiscoVICアダプタのインストールの詳細については、『CiscoUCS5108ServerChassisHardware
Installation Guide』を参照してください。

SR-IOVトポロジを設定する場合は、次のガイドラインと前提条件を考慮してください。

•仮想化のための Intel VT-xおよび VT-dプロセッサの拡張は、ホストの BIOSでイネーブルに
する必要があります。

Cisco UCSサーバの BIOS設定の詳細については、『Cisco UCS Manager GUI Configuration
Guide』を参照してください。

• SR-IOVトポロジについて、サービスプロファイルにダイナミック接続ポリシーを設定しま
す。 VFの数、ファブリックのプリファレンス、およびアダプタポリシーを指定するには、
サービスプロファイルをスタティック vNICに適用します。スタティック vNICの下に 1つ
以上の VFを設定すると、スタティック vNICは PFになります。 VFはダイナミック vNIC
としてプロビジョニングされます。

•すべての VFベースのダイナミック vNICは、親スタティック vNIC（PF）と同じ物理アダプ
タでプロビジョニングする必要があります。

• CiscoUCSManagerを SR-IOV対応のリリースにアップグレードしたとき、既存のスタティッ
クおよびダイナミック vNICが SR-IOVに対して自動的に有効になることはありません。
SR-IOVに変換するには、サービスプロファイルの既存のダイナミック接続ポリシーをすべ
てディセーブルにし、その後スタティック vNICの下にダイナミック接続ポリシーへの参照
を指定する必要があります。

MacVTap トポロジを使用する VM-FEX for SR-IOV の設定
はじめる前に

KVMのガイドラインおよび前提条件, （7ページ）の説明に従って、ホストサーバを準備しま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

ダイナミック vNIC接続ポリシーを作成または変
更します。

Cisco UCS Managerでは、VM-FEX
forKVMのサービスプロファイルを
設定します。

ステッ

プ 1   

詳細については、VM-FEXを使用したサービス
プロファイルの設定, （17ページ）を参照して
ください。

ポートプロファイルを作成して、仮想インター

フェイスの設定に使用するプロパティと設定を定

Cisco UCS Managerでは、ポートプ
ロファイルを定義し、ポートプロ

ステッ

プ 2   
義します。 KVMでは、ポートプロファイルクファイルクライアントに関連付けま

す。
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目的コマンドまたはアクション

ライアントとしてデフォルトのクラスタを選択す

る必要があります。

詳細については、ポートプロファイルの設定,（
23ページ）を参照してください。

これらの libvirtベースのユーティリティを使用し
て VMをインストールする方法の詳細について

各 KVMサーバで、virshまたは
virt-managerを使用して 1つ以上の仮
想マシン（VM）を作成します。

ステッ

プ 3   
は、KVMのコンポーネント, （4ページ）に記
載されているマニュアルを参照してください。

virshを使用してVMを作成する場合、
または VMドメインの XMLディスク
リプタファイルを編集する場合は、

データの値または形式の誤りが指摘さ

れることがないため、汎用一意識別子

（UUID）などのデータは注意して入力
してください。

（注）

VMインターフェイスの設定方法の詳細について
は、VMインターフェイスの設定, （11ページ）
を参照してください。

VMごとにドメイン XMLディスク
リプタファイルを（ネットワーク

XMLファイルがあればそのファイ
ルも）編集して、VICに直接接続さ

ステッ

プ 4   

れ、Cisco UCS Managerで定義され
ているポートプロファイルを使用す

る vNICのインターフェイスを設定
します。

一般的なオペレーティングシステムの最新バー

ジョンでデフォルトの virtio-netドライバが提供
各VMに、ゲストオペレーティング
システム用のVirtIOのパラ仮想化さ

ステッ

プ 5   
されています。詳細については、RedHatまたはれたネットワークドライバ

（virtio-net）をインストールします。 ゲストオペレーティングシステムの提供元にお
問い合わせください。

VM-FEX for SR-IOV パススルートポロジの設定
はじめる前に

KVMのガイドラインおよび前提条件, （7ページ）の説明に従って、ホストサーバを準備しま
す。
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手順

目的コマンドまたはアクション

ダイナミックvNIC接続ポリシーを作成または変
更します。

Cisco UCS Managerでは、VM-FEX
forKVMのサービスプロファイルを
設定します。

ステップ 1   

詳細については、VM-FEXを使用したサービス
プロファイルの設定, （17ページ）を参照して
ください。

ポートプロファイルを作成して、仮想インター

フェイスの設定に使用するプロパティと設定を

Cisco UCS Managerでは、ポートプ
ロファイルを定義し、ポートプロ

ステップ 2   

定義します。 KVMでは、ポートプロファイルファイルクライアントに関連付けま

す。 クライアントとしてデフォルトのクラスタを選

択する必要があります。

詳細については、ポートプロファイルの設定,
（23ページ）を参照してください。

これらの libvirtベースのユーティリティを使用
して VMをインストールする方法の詳細につい

各 KVMサーバで、virshまたは
virt-managerを使用して 1つ以上の
仮想マシン（VM）を作成します。

ステップ 3   

ては、KVMのコンポーネント, （4ページ）に
記載されているマニュアルを参照してください。

virshを使用してVMを作成する場合、
または VMドメインの XMLディスク
リプタファイルを編集する場合は、

データの値または形式の誤りが指摘さ

れることがないため、汎用一意識別子

（UUID）などのデータは注意して入
力してください。

（注）

RHEL 6.3以降の場合は、インボックスの enicド
ライバを使用します。

各VMで、SR-IOVVFをサポートす
るenicドライバをインストールしま
す。

ステップ 4   

VMインターフェイスの設定方法の詳細につい
ては、VMインターフェイスの設定, （11ペー
ジ）を参照してください。

VMごとにドメイン XMLディスク
リプタファイルを（ネットワーク

XMLファイルがあればそのファイ
ルも）編集して、VICに直接接続さ

ステップ 5   

れ、Cisco UCS Managerで定義され
ているポートプロファイルを使用す

る vNICのインターフェイスを設定
します。
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目的コマンドまたはアクション

VT-d拡張をアクティブ化する方法の詳細につい
ては、カーネルでの Intel VT-dのアクティブ化,
（15ページ）を参照してください。

KVMホストで、IntelVT-d拡張をア
クティブにします。

ステップ 6   

VM インターフェイスの設定
libvirtベースのユーティリティを使用してVMを作成したら、ドメインXMLファイルを手動で編
集して、ネットワーク接続用に直接接続されたインターフェイスを追加して設定する必要があり

ます。

ドメイン XMLファイルのコンポーネントおよび属性の詳細については、http://libvirt.org/
formatdomain.html#elementsNICSにある libvirtのマニュアルを参照してください。

ネットワーク XMLファイルを設定して、デバイスプールを指定することもできます。ネット
ワーク XMLファイルのコンポーネントおよび属性の詳細については、http://libvirt.org/
formatnetwork.htmlを参照してください。

手順

ステップ 1 設定する VMをシャットダウンします。

ステップ 2 virshエディタを使用して、VMのドメイン XMLファイルを編集するために開きます。

例：

virshエディタでドメイン XMLファイルを編集するために開く例を次に示します。
[root@chassis1blade5 qemu]# virsh edit vm1-rhel6.2

ステップ 3 ドメイン XMLファイルの devicesのセクションに、VMの vNICを説明するインターフェイス要
素を追加します。

インターフェイス要素のコンポーネントと属性は、例で説明します。

ステップ 4 VMを再起動します。

MacVTap モードの SR-IOV の例

この例では、MacVTap（MacVTapパススルー）トポロジを使用する SR-IOVでの接続用に、VM
のドメイン XMLファイルにインターフェイス要素を追加します。
<domain type='kvm'>
<name>vm1-rhel6.2</name>
...
<devices>
...
<interface type='direct'>
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<mac address='01:23:45:67:89:ab' />
<source dev='eth4' mode='passthrough' />
<virtualport type='802.1Qbh'>
<parameters profileid='my-port-profile-3' />

</virtualport>
<model type='virtio' />
<driver name='vhost' />

</interface>
...

</devices>
...

</domain>

ここでは、インターフェイス要素のコンポーネントと属性について説明します。

• interface type='direct'

directタイプの属性値により、MacVTapドライバを使用して、ハイパーバイザの物理イン
ターフェイスに対する vNICの直接論理接続を選択します。

• mac address='01:23:45:67:89:ab'

MACアドレスの明示的な指定は任意です。ネットワーク管理者から得たMACアドレスを
入力します。この行を省略すると、libvirtによって vNIC用のMACアドレスが生成されま
す。

別の VMで使用されているMACアドレスは、その VMが現在シャットダウ
ンしている場合や使用されていない場合でも、割り当てないことをお勧めし

ます。以前の VMのMACアドレスを再利用する必要がある場合は、保持タ
イマーが終了していることを確認し、以前のVMがCiscoUCSManagerのビュー
に表示されないことを確認してください。

（注）

• source dev='eth4' mode='passthrough'

passthroughモードの属性値により、各 VMが仮想機能（VF）と macvtapの直接接続によっ
てネットワークに接続されることを指定します。送信元インターフェイスは VFであり、物
理的な機能（PF）ではないようにする必要があります。

• virtualport type='802.1Qbh'

802.1Qbhタイプ属性値により、vNICが外部スイッチング用の 802.1Qbh拡張ポートに接続さ
れていることを指定します。

• parameters profileid='my-port-profile-3'

この行には、インターフェイスに関連付けられるポートプロファイルの名前を指定します。

指定するポートプロファイルは、Cisco UCS Managerで定義済みであり、ポートプロファイ
ルの作成, （24ページ）で説明されている命名の構文を使用する必要があります。

• model type='virtio'

この行では、インターフェイスで VirtIOのパラ仮想化されたフロントエンドデバイスドラ
イバを使用することを指定します。

• driver name='vhost'
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この行では、より高いパフォーマンスを得るために、インターフェイスでvhostカーネルバッ
クエンドデバイスドライバを使用し、qemuユーザスペースのバックエンドドライバは使用
しないことを指定します。

SR-IOV パススルーモードの例

この例では、SR-IOVパススルートポロジでの接続用にVMのドメインXMLファイルに追加する
インターフェイス要素を表しています。

<domain type='kvm'>
<name>vm1-rhel6.3</name>
...
<devices>
...
<interface type='hostdev' managed='yes'>
<source>
<address type='pci' domain='0' bus='0x09' slot='0x0' function='0x01'/>

</source>
<mac address='01:23:45:67:89:ab' />
<virtualport type='802.1Qbh'>
<parameters profileid='my-port-profile-3' />

</virtualport>
</interface>
...

</devices>
...

</domain>

ここでは、MacVTapモードの SR-IOVの例で説明したものとは異なるインターフェイス要素のコ
ンポーネントと属性について説明します。

• interface type='hostdev'

hostdevタイプの属性値により、<source>要素で指定した PCIネットワークデバイスに対す
る vNICの直接論理接続を選択します。

• address type='pci' domain='0' bus='0x09' slot='0x0' function='0x01'

address typeの属性値では、ホスト VFの PCIのアドレスを指定します。

• mac address='01:23:45:67:89:ab'

MACアドレスの明示的な指定は任意です。ネットワーク管理者から得たMACアドレスを
入力します。この行を省略すると、libvirtによって vNIC用のMACアドレスが生成されま
す。

別の VMで使用されているMACアドレスは、その VMが現在シャットダウ
ンしている場合や使用されていない場合でも、割り当てないことをお勧めし

ます。以前の VMのMACアドレスを再利用する必要がある場合は、保持タ
イマーが終了していることを確認し、以前のVMがCiscoUCSManagerのビュー
に表示されないことを確認してください。

（注）
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ネットワーク XML ファイルを使用してデバイスプールを指定する例

この例では、ネットワーク XMLファイルを使用してデバイスプールを指定する方法について説
明します。RHEL6.2以降では、ネットワークファイルは /etc/libvirt/qemu/networksに作成します。
デバイスをリストして、ポートグループを定義します。

<network>
<name>macvtap_passthru_network</name>
<forward mode='passthrough'>
<interface dev='eth2' />
<interface dev='eth3' />

</forward>
<portgroup name='engineering'>
<virtualport type='802.1Qbh'>
<parameters profileid='my-port-profile-3' />

</virtualport>
</portgroup>

</network>

ネットワークファイルとポートグループを参照するよう VMのドメイン XMLファイルを編集し
ます。

<domain type='kvm'>
<name>vm1-rhel6.2</name>
...
<devices>
...
<interface type='network'>
<mac address='01:23:45:67:89:ab' />
<source network='macvtap_passthru_network' portgroup='engineering' />
<model type='virtio' />

</interface>
...

</devices>
...

</domain>

virsh net-define <new-xml-filename>コマンドを使用して、新しいネットワーク XMLファイル
から新しいネットワークを作成します。

ネットワークに関連する virshコマンドは、virsh help | grep net-を実行すると表示されま

す。

virsh help <command-name>と実行すると、virshコマンドのヘルプを表示することができます。

ヒント

ここでは、MacVTapモードの SR-IOVの例で説明したものとは異なるインターフェイス要素のコ
ンポーネントと属性について説明します。

• interface type='network'

networkタイプの属性値により、ネットワークファイルにリストされているプールから PCI
ネットワークデバイスに対する vNICの接続を指定します。

• source network='macvtap_passthru_network' portgroup='engineering'

networkおよび portgroup属性値により、ネットワークXMLファイルの名前と、ネットワー
クデバイスのプールを指定します。
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カーネルでの Intel VT-d のアクティブ化
次の手順を KVMホストで実行して、SR-IOVパススルーに必要な Intel VT-d拡張機能をイネーブ
ルにします。

Red Hat Enterprise Linux（RHEL）システムのこの機能の詳細については、『Red Hat Virtualization
Host Configuration and Guest Installation Guide』を参照してください。

手順

ステップ 1 KVMホストで、grub.confファイルを編集のために開きます。
通常、このファイルは /bootディレクトリにあります。 RHELシステムでは、/etcディレクトリに
ある grub.confリンクからアクセスできます。

ステップ 2 kernelで始まる行を探します。

ステップ 3 この kernelの行に、intel_iommu=onコマンドを追加します。

例：
kernel /vmlinuz-2.6.18-190.e15 ro root=/dev/VolGroup00/LogVol00 \

rhgb quiet intel_iommu=on

ステップ 4 ファイルを保存します。

次の作業

ホストをリブートします。
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第 3 章

VM-FEX を使用したサービスプロファイルの
設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ダイナミック vNIC接続ポリシーの設定, 17 ページ

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの設定

ダイナミック vNIC 接続ポリシー

Hyper-Vまたは KVMクラスタなどの SR-IOVトポロジでは、仮想機能（VF）がダイナミック
vNICの代わりになります。 VFは基本的にはダイナミック vNICの制限付きバージョンであ
り、VFのすべてのシステム通信と設定は対応する物理的な機能（PF）を通じて実行されます。

（注）

ダイナミック vNIC接続ポリシーは、VMとダイナミック vNICの間の接続を設定する方式を決定
します。このポリシーは、VMをインストールして、ダイナミック vNICsを設定したVICアダプ
タを持つサーバを含む Cisco UCSドメインに必要です。

各ダイナミック vNIC接続ポリシーには、イーサネットアダプタポリシーが含まれ、ポリシーを
含むサービスプロファイルに関連付けられた任意のサーバに対して設定できる vNICの数を指定
します。

KVMでは、Linuxという名前の事前定義済みのイーサネットアダプタポリシーを使用します。
Hyper-Vでは、Windowsという名前の事前定義済みのイーサネットアダプタポリシーを使用しま
す。
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ダイナミックvNICで設定されたサーバを移行すると、vNICによって使用されるダイナミック
インターフェイスは失敗し、Cisco UCS Managerはその障害を通知します。

サーバが復旧すると、Cisco UCS Managerによってサーバに新しいダイナミック vNICが割り
当てられます。ダイナミック vNICでのトラフィックをモニタしている場合、モニタリングの
ソースを再設定する必要があります。

（注）

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの作成
ダイナミック vNIC接続ポリシーを作成できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Dynamic vNIC Connection Policies]ノードを右クリックし、[Create Dynamic vNIC Connection Policy]
を選択します。

ステップ 5 [Create Dynamic vNIC Connection Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、.（ピリオド）を
除く特殊文字およびスペースは使用できません。また、オブジェ

クトを保存した後にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引用符）を除く任
意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

このポリシーの影響を受けるダイナミック vNICの数。

0～ 256の整数を入力します。デフォルトは 54です。

システムのコンポーネントによって、vNICの数が256
より小さい値に制限される場合があります。

（注）

[Number of Dynamic vNICs]
フィールド
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説明名前

このポリシーと関連付けられるアダプタプロファイル。すでに

存在しているプロファイルだけが、このドロップダウンリスト

に表示されます。

[Adapter Policy]ドロップダウン
リスト

ダイナミック vNICは Cisco UCSで常に保護されますが、優先
するファブリックがある場合は、このフィールドを使用してそ

れを選択することができます。次のいずれかを選択できます。

• [Protected Pref A]：Cisco UCSはファブリックAを使用しよ
うとしますが、必要に応じてファブリック Bにフェール
オーバーします。

• [Protected Pref B]：Cisco UCSはファブリックBを使用しよ
うとしますが、必要に応じてファブリック Aにフェール
オーバーします。

• [Protected]保護された：CiscoUCSでどちらのファブリック
も使用できます。

[Protection]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ステップ 7 確認のダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの変更
ダイナミック vNIC接続ポリシーを変更できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 変更するポリシーが含まれる組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Dynamic vNIC Connection Policies]ノードを展開し、変更するポリシーをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 次の 1つ以上のフィールドを変更します。
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説明名前

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と

条件についての情報を含めることを推奨しま

す。

[Description]フィールド

このポリシーの影響を受けるダイナミックvNIC
の数。

[Number of Dynamic vNICs]フィールド

このポリシーと関連付けられるアダプタプロ

ファイル。すでに存在しているプロファイルだ

けが、このドロップダウンリストに表示されま

す。

[Adapter Policy]ドロップダウンリスト

[Name]フィールドなどの、ポリシーの他のプロパティは変更できません。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの削除
ダイナミック vNIC接続ポリシーを削除できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Dynamic vNIC Connection Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

VM でのダイナミック vNIC のプロパティの表示
VMのダイナミック vNICのプロパティを表示できます。

はじめる前に

VMが動作可能である必要があります。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [Clusters]を展開します。

ステップ 3 [Virtual Machines]を展開します。

ステップ 4 ダイナミック vNICが含まれる仮想マシンを展開します。

ステップ 5 ダイナミック vNICを選択します。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
[Properties]領域に、vNICのプロパティが表示されます。
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第 4 章

ポートプロファイルの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ポートプロファイル, 23 ページ

• ポートプロファイルの作成, 24 ページ

• ポートプロファイルの VLANの修正, 26 ページ

• ポートプロファイル用ネイティブ VLANの変更, 26 ページ

• ポートプロファイルへの VLANの追加, 27 ページ

• ポートプロファイルからの VLANの削除, 27 ページ

• ポートプロファイルの削除, 28 ページ

• ポートプロファイルクライアント, 28 ページ

• プロファイルクライアントの作成, 28 ページ

• プロファイルクライアントの変更, 29 ページ

• プロファイルクライアントの削除, 30 ページ

ポートプロファイル
ポートプロファイルには、Cisco UCS for VM-FEXに仮想インターフェイスを設定するために使用
できるプロパティと設定が含まれています。ポートプロファイルは、Cisco UCS Managerで作成
および管理されます。 1つ以上の クラスタによってポートプロファイルが作成され、割り当て
られ、アクティブに使用された後、Cisco UCS Managerのポートプロファイルのネットワーキン
グプロパティに行われたすべての変更がそれらの クラスタにすぐに適用されます。
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ポートプロファイルの作成

VM-FEX for KVMシステムでは、次の条件が適用されます。（注）

• [Max Ports]フィールドは、クラスタに適用されます。分散仮想スイッチ（DVS）はあり
ません。

• [Host Network IO Performance]フィールドは影響を及ぼしません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All]ノードを展開します。

ステップ 3 [Port Profiles]ノードを右クリックし、[Create Port Profile]を選択します。

ステップ 4 [Create Port Profile]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポートプロファイルのユーザ定義名。

この名前には、1から 31文字のASCII英数字を使用できます。
-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）以外の特殊
文字およびスペースは使用できません。この名前は、オブジェ

クトの保存後は変更できません。

[Name]フィールド

ポートプロファイルのユーザ定義の説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引用符）を除く任
意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

このポートプロファイルと関連付けられるQuality Of Serviceポ
リシー。

[QoS Policy]ドロップダウンリ
スト

このポートプロファイルと関連付けられるネットワーク制御ポ

リシー。

[Network Control Policy]ドロッ
プダウンリスト

   Cisco UCS Manager VM-FEX for KVM GUI Configuration Guide, Release 2.1
24 OL-25366-02  

ポートプロファイルの設定

ポートプロファイルの作成



説明名前

このポートプロファイルと関連付けることが可能なポートの最

大数。デフォルトは 64ポートです。

1つの分散仮想スイッチ（DVS）に関連付けることができるポー
トの最大数は 4096です。 DVSに関連付けられたポートプロ
ファイルが 1つだけの場合は、そのポートプロファイルに最大
4096個のポートを設定できます。しかし、DVSに関連付けら
れたポートプロファイルが複数ある場合は、それらのポートプ

ロファイルに関連付けられたポートの総数が4096を超えること
はできません。

[Max Ports]フィールド

次のいずれかになります。

•なし：仮想マシンに対するトラフィックは DVSを介して
行われます。

•高性能：仮想マシンとのトラフィックは DVSとハイパー
バイザをバイパスし、仮想マシンと仮想インターフェイス

カード（VIC）アダプタの間を直接移動します。

[Host Network IO Performance]
フィールド

このポートプロファイルと関連付けられるピングループ。[Pin Group]ドロップダウンリ
スト

ステップ 5 [VLANs]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

使用するそれぞれの VLANに対して、このカラムのチェック
ボックスをオンにします。

[Select]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANのいずれかをネイティブVLANとして指定するには、こ
のカラムのオプションボタンをクリックします。

[Native VLAN]カラム

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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ポートプロファイルの VLAN の修正

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 VLANを修正するポートプロファイルを右クリックし、[Modify VLANs]を選択します。

ステップ 4 [Modify VLANs]ダイアログボックスで、次の項目を 1つ以上変更します。

説明名前

使用するそれぞれの VLANに対して、このカラムのチェック
ボックスをオンにします。

[Select]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANのいずれかをネイティブVLANとして指定するには、こ
のカラムのオプションボタンをクリックします。

[Native VLAN]カラム

VLANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VLAN]リンク

ステップ 5 [OK]をクリックします。

ポートプロファイル用ネイティブ VLAN の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 ネイティブ VLANを変更するポートプロファイルを右クリックし、[Modify VLANs]を選択しま
す。

ステップ 4 [Modify VLANs]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Native VLAN]カラムで、ネイティブ VLANにする VLANの行のオプションボタンをクリッ
クします。

b) [OK]をクリックします。
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ポートプロファイルへの VLAN の追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 VLANを追加するポートプロファイルを右クリックして、[Modify VLANs]を選択します

ステップ 4 [Modify VLANs]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Select]カラムで、ポートプロファイルに追加する VLANのローにあるチェックボックスをオ
ンにします。

b) （任意） この VLANをネイティブ VLANにするには、[Native VLAN]カラムのオプションボ
タンをクリックします。

c) [OK]をクリックします。

ポートプロファイルからの VLAN の削除
ポートプロファイルからVLANを削除したり、またはネイティブVLANとして割り当てたVLAN
を変更したりすることができます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 VLANを削除するポートプロファイルを右クリックし、[Modify VLANs]を選択します。

ステップ 4 [Modify VLANs]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Select]カラムで、ポートプロファイルから削除する VLANの行にあるチェックボックスをオ
フにします。

b) （任意） ネイティブVLANを別のVLANに変更するには、別のVLANの [Native VLAN]カラ
ムにあるオプションボタンをクリックします。

c) [OK]をクリックします。
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ポートプロファイルの削除
VMがポートプロファイルをアクティブに使用している場合、そのポートプロファイルは削除で
きません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 削除するポートプロファイルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerはポートプロファイルと、関連付けられたすべてのポートプロファイルクラ
イアントを削除します。

ポートプロファイルクライアント
ポートプロファイルクライアントは、ポートプロファイルが適用されるクラスタを決定します。

プロファイルクライアントの作成
プロファイルクライアントを作成できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 プロファイルクライアントを作成するポートプロファイルを右クリックし、[Create Profile Client]
を選択します。

ステップ 4 [Create Profile Client]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

プロファイルクライアントのユーザ定義名。

この名前には、1から 16文字のASCII英数字を使用できます。
-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）以外の特殊
文字およびスペースは使用できません。この名前は、オブジェ

クトの保存後は変更できません。

[Name]フィールド

クライアントのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引用符）を除く任
意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ドロップダウンリストからデータセンターを選択するか、この

プロファイルクライアントをすべてのデータセンターに適用す

る場合には [All]を選択します。

[Datacenter]ドロップダウンリ
スト

ドロップダウンリストからフォルダを選択するか、このプロ

ファイルクライアントをすべてのフォルダに適用する場合には

[All]を選択します。

[Folder]ドロップダウンリスト

ドロップダウンリストから仮想スイッチを選択するか、このプ

ロファイルクライアントをすべての仮想スイッチに適用する場

合には [All]を選択します。

[Distributed Virtual Switch]ド
ロップダウンリスト

ステップ 5 [OK]をクリックします。

プロファイルクライアントの変更
プロファイルクライアントを変更できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 プロファイルクライアントを変更するポートプロファイルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Profile Clients]タブをクリックします。

ステップ 5 変更するプロファイルクライアントを右クリックし、[Show Navigator]を選択します。

ステップ 6 プロファイルクライアントのナビゲータで、次に示す 1つ以上のフィールドの値を変更します。

説明名前

プロファイルクライアントのユーザ定義名。[Name]フィールド

クライアントのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引用符）を除く任
意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

適切なデータセンターを選択するために使用される正規表現。[Datacenter]フィールド

適切なデータセンターフォルダを選択するために使用される正

規表現。

[Folder]フィールド

適切な仮想スイッチを選択するために使用される正規表現。[Distributed Virtual Switch]
フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

プロファイルクライアントの削除
クライアントが関連付けられているポートプロファイルを VMがアクティブに使用している場
合、そのポートプロファイルは削除できません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 プロファイルクライアントを削除するポートプロファイルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Profile Clients]タブをクリックします。

ステップ 5 削除するプロファイルクライアントを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
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